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目目的的  

テニスにおいて、サービスは最も重要な技術とい

われている（Kriese, 1997）。特に近年の世界トップ

のテニスでは、サービス側のプレーヤーの得点率が

高いことから、サービスの優位性が指摘されている

（O’Donoghue and Brown, 2008; Mecheri et al., 
2016）。しかし、筆者らの指導する学生選手の現場で

は、このようなサービスの優位性を実感できていな

い。これは学生選手においては、世界トップ選手ほ

どサービスの「威力」がないことから、サービスを活

かしたラリーの展開につながっていないためと思わ

れる。テニスにおける打球の質は打球されたボール

のスピードと回転数の関係で評価することができる

（村上ほか、2016）ことから、学生選手のサービスの

質を向上することが、ゲームにおけるサービスの優

位性につながると考えた。 

本研究は、学生選手のサービスの「質」を上げるた

めの取り組みとその効果について検証したものであ

る。 

 

方方法法  

１１．．対対象象者者  

対象者は地方大学テニス選手で、取り組み前後の

サービス測定を行うことができた男子 9 名、女子 4

名であった。 

２２．．取取りり組組みみのの期期間間とと内内容容  

 取り組みの期間はおよそ 4 ヶ月であった。主な取

り組みの内容はサービスに関する考え方のレクチャ

ーと、サービス練習におけるレクチャーの内容に基

づいたテクニックの指導であった。なお取り組み期

間中に、サービスの「威力」を増すためのフィジカル

トレーニングは行わなかった。 

３３．．ササーービビススのの測測定定  

 サービスの測定は、取り組みの前後（pre、 post）

に以下の方法で行なった。 

 測定にはトラックマンテニスレーダー（トラック

マン社）を用いた。右利きの選手はデュースサイド、

左利きの選手はアドサイドから1stサービス、2ndサ

ービスを交互に打球し、計12球のデータを測定した。 

 

結結果果  

１１..ササーービビススのの測測定定結結果果  

取り組みの前後で、男子は 1st サービスのスピー

ドの平均値が有意に向上し（pre:172.5±8.7km/h、 

post: 182.7±8.4km/h）、2ndサービスの回転数の平

均値が有意に増加した（pre:3525±756rpm、 post: 

3843±896rpm）（図1、2）。一方、女子は取り組みの

前後で変化が認められなかった。 

 
図図11：：男男子子のの11ssttササーービビススススピピーードドのの比比較較 

 
図図22：：男男子子のの22nnddササーービビスス回回転転数数のの比比較較 

 

考考察察  

本研究ではフィジカルトレーニングを行なってい

ないことから、本研究で対象とした男子選手の多く

は、preの段階でpostの打球を打つことのできる能

力を持っていたが、実際に打球する際にその能力を

使い切っていなかったものと考えられる。 

また、対象とした選手個人の変化について検討し

たところ、選手によって変化の傾向に違いがみられ

た。
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背背景景  

サッカーでは、Time-motion分析という手法を用い

て、座標から選手の移動距離やある速度帯域での移

動の開始位置および方向を知ることができる。現場

では、Global Positioning System（GPS）で選手の

座標を取得するチームが多くなっている。一方で、

得られたデータの活用方法については議論の余地が

ある。そこで、本プロジェクトでは、プロサッカーチ

ームのスタッフにデータをフィードバックした取り

組みについて報告する。 

 

方方法法  

日本プロサッカーリーグ2部の公式戦29試合を対

象に、90分間出場した選手（19名、ゴールキーパー

を除く）のピッチ内の座標を、GPS（SPI-HPU）を用い

て取得した。サンプリング周波数は 5Hz であった。

得られた位置座標から総移動距離および高強度

（5m/s以上）での移動距離、高強度での移動が出現

した位置と向きを求めた。  

 

結結果果・・考考察察  

勝敗による総移動距離および高強度での移動距離

の差は認められなかった（総移動距離、勝ち：

10326±303m、分け：10075±176m、負け：

10008±336m；高強度での移動距離、勝ち：

978±158m、分け：888±100m、負け： 

910±154m）。これらの値は欧州トッププロ選手の値

と同等だった（Malloら、2015）。次に、ある公式

戦の得点した攻撃におけるチーム全員の移動の軌跡

および高強度での移動の出現場所と方向を評価した

事例を示す（図1）。この図からも分かるように、

得点した攻撃では、選手が高強度で相手ゴールに向

かっている。この現象は、得点機会に最も多く行わ

れる移動は全力の直線走であるという先行研究

（Faudeら、2012）を支持している。 

  

フフィィーードドババッックク事事例例  

  座標データを取得・分析し、チームの強化部（ゼ

ネラルマネージャー、強化担当）とコーチングスタ

ッフ（コーチ、フィジカルコーチ、テクニカルコー

チなど）に試合毎にデータをフィードバックした。

その際に強化部とコーチングスタッフにはそれぞれ

別のレポートをフィードバックした。強化部に対し

ては、データに基づいた試合のレポートをフィード

バックした。一方、コーチングスタッフにはデータ

のみをフィードバックした。その理由は、現場介入

にならないようにするためである。しかしながら、

コーチングスタッフには適宜連絡を取り、現場の現

状を確認したうえで、コーチングスタッフの要望に

こたえられるようにサポートした。 

  高強度での移動の質的な評価は、コーチングスタ

ッフが感じている選手の調子と対応していると内省

報告を受けた。図1のようなデータをコーチングス

タッフ、選手に図示することにより、攻撃時に選手

が高強度で移動することを促せる。事実、図をコー

チングスタッフが確認し、そこで得られた知見をも

とに、コーチングスタッフが選手と試合を振り返っ

た例があった。そこでは、コーチングスタッフが試

合中に求めている動きを理解させるために、図から

得られた情報をもとに、直前の試合で、高強度での

移動を相手ゴールに近い位置で出来ていたかを話し

合った。 

選手の移動はトレーニングやミーティングなどの

様々な要因により質的に変化することが考えられ

る。そのため、データをもとに選手に移動の改善を

促すことが、移動の質の改善の直接的な要因となる

かはわからない。しかし、データをもとにコーチン

グをすることが、より良いコーチングを手助けする

ことにはつながるだろう。 

 

注注：本報告は甲斐（2020）の「座標データを用いた

サッカー選手の移動パフォーマンス改善のためのサ

ポート事例」（トレーニング科学）を再構成したも

のである。 

 
図図11：：得得点点時時のの高高強強度度ででのの移移動動のの出出現現状状況況  
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